中部電力株式会社　内定者インタビュー
心理学部心理学科４年

Ｉ・Ｊ先輩
―内定おめでとうございます！
先輩「ありがとうございます」
―まずは、内定された企業を教えてください。
先輩「中部電力株式会社です」
―最初からこの企業を狙っていたんですか？
先輩「いえ、まったく。最初は何の興味もなかったんですけど…はい(笑)」

―業界も別に絞らずに…？

先輩「業界は一応メーカーをメインでずっと見てたんで…なんとなく本当に…まーちょっと有名な会社だから受けようかなってゆー…(笑)」
―そうなんですね。ではいつ頃から業界を絞っていったんですか？

先輩「いつでしょう…全然たぶん最後まで絞らないで…」

―まんべんなく、有名なところを…って感じですか？
先輩「そうですね、はい」

―最終的に中部電力に決めたきっかけは？
先輩「一番最初に内定を貰ったっていうのもあるんですけど、その時点で何個かまだ残ってて、選考が。でも一番…例えば福利厚生がしっかりしてるから、長く勤めれるだろうっていうこととか…あと、人がすごい魅力的で、面接をしてる内に、面接官の方から前の面接がどうだったから、次こうしたらいいよとかっていうフィードバックをもらったりとか、すごくあたたかい会社だったので。安定もやっぱりしてるしっていうのもあって、中部電力に決めました」
―では次に、先輩の就職活動についてお聞きします！就職活動を始めたのはいつ？
先輩「４月からのキャリアガイダンスに通ってはいたけど、全然夏とか何もしてなくて、実際初めて企業展に行ったのが11月ぐらいだと思うんですけど、多分その辺から徐々に…ですね」

―先輩の周辺とかってどうでしたか？

先輩「＜インターンシップ概論＞の授業を取ってた子はインターンシップを申し込むのにエントリーシートみたいなものを書いたりっていうのがあるんで、その添削をキャリアセンターに何回も通ってやったりっていうのを夏ぐらいからやってたけど、私の周りはそんなに焦ってなくて、みんなやっぱり10月、11月位から」

―みんなやってるからそろそろやろうかなーっていう…？(笑)

先輩「そうですね、そうです(笑)一緒に企業展行こうよ！みたいな」

―私達も今ガイダンス受けてる最中なんですけど…先輩は毎回通ってましたか？

先輩「皆勤賞ではないです。2限、3限…ってあるから、2限行った子に、今日どうだった？って聞いて(笑)ちょっと微妙だったよって日があると、あ、じゃあ今日は行かなくていいかなーって行かない日もあったし、行ったからと言って寝てる時もあったし…ていう感じですね」

―今の私達も一緒です(笑)
先輩「みんなそうだと思います(笑)」
―企業展行くのも、業界を絞っていなかったって言う事は、今日行けるから行こうかって感じですか？
先輩「そうです。企業展はいろんな会社が来るから、とりあえず行かないといけない！っていう焦りで…就活をもうしないといけないんだろうって言う気持ちで企業展に行って。そこではもう本当に業種絞らずにいろんな会社の話を聞いてました」

―中部電力が来た時は、毎回通ってたりとかってゆうのはあったんですか？

先輩「いいえ(笑)中電は本当に私は説明会も行ってない。学校が企業呼んでやってくれる学内説明会に中電をちょっと聞きに行ったぐらいで…完全にノーマークでした」

―なるほど。では情報収集は企業展中心って感じですか？
先輩「自分の知らない会社にも企業展に行くと出会うので、出会って「あ、おもしろそうだな」って思ったらHPですごい調べてって感じでやってました」
―OB/OG訪問には行かれましたか？
先輩「いえ、全然(笑)部活をやってるので、そのOBの方で企業に勤めてる方に「どうですか？」ってメールは何通かしました。履歴書送りつけてみたりとかもしましたね(笑)ちょっと見て下さいって言って、添削してもらったり。「会社の雰囲気どうですか？」って質問とかをするようには一応してました」
―自分から積極的に情報収集をされていたんですね！では次に、実際に中部電力の就職活動の流れについて教えて下さい。
先輩「えっと、3月の初めの方にエントリーシートの締め切りがあって…で、前日に出しました。速達で(笑)」
―ェエッ?!?!(笑)

先輩「最後まで本当に「書けない!!」って言ってたんですけど…親とかにも「いや、出した方がいいよ」って言われて(苦笑)それから一週間後ぐらいに全員「テストセンターを受けて下さい」って案内があったんで、それを送ったら、3月25日くらいかな？夜の8時頃に『中部電力の者です。僕はリクルーターではありませんが、中部電力に興味を持ってくれた方にランダムに電話をしています。志望動機などを聞かせて下さい』って風にいきなり電話がかかってきて。でも何の準備も無いんで、急いで自分の部屋に行って、パンフレットとか自分のエントリーシートとか見たりして(笑)そしたら、『明日お会い出来ませんか？』って言われて。で、次の日に喫茶店に呼び出されて、そこでお話をして…でもその時は本当に面接っぽくなくて、私の身の上話を全部聞いてもらったみたいな(笑)『これは選考じゃないので』ってずっと言われてたんですけど、あとから聞いたらそれは選考で。実際、リクルーターじゃないって言ってたけど、選考だったんですよそれは、プレ面接みたいな。それで落ちる人もいるみたいなので。それで運よく受かって、4月3日が1次面接で個人面接があって、2日後くらいに連絡がありました。一週間後の4月10日に2次面接で個人面接と小論文があって、また2日後くらいに連絡が。最後は4月の17日に最終面接で役員相手の個人面接があって、その日の夜に内定の連絡を頂きました」
―当日の夜ですか！驚きました。こうやって見てみると、全て個人面接ですね。

先輩「そうですね、個人面接しかないので私は楽でした」
―ではその面接についてお聞きします。時間はどのくらい？
先輩「1次は40 分、2次は30分、最終は20分くらいかな。どんどん短くなってく」

―会場の雰囲気ってどうでした？

先輩「1次面接は本当に普通の会議室みたいなところでした。女性の面接官だったからすごく話しやすくて…雰囲気は全体的に良かったです。2次面接はホテルでやるんですよ。ホテルの普通の客室から家具を全て撤去して…だから異様です(笑)」
―ぇえ!?なんか落ち着かない(笑)
先輩「めちゃめちゃ雰囲気は変(笑)小論文もみんなホテルの一室で、入れ替わり立ち替わりで書いてって感じで。面接官の雰囲気とかは全然良いんですけど…とにかく異様です(笑)最終は、場所は会議室なんですけど、役員の方が2人、でっかい椅子に座ってて…学生もでっかい椅子にちっちゃくなって座って(笑)その時だけ圧迫ではないけど、すごい深く深く掘り下げて質問されました」

―結構シビアな感じ？

先輩「私は最初全然緊張してなくて…なんかすごい喋ってくるから、負けないように喋らないといけない！と思って、結構喰い気味で喋ってたから、そんなに気にはならなかったけど…怖いは怖かったですね」

―強気で行く事も時には大切ですね。面接ではどんな質問をされましたか？
先輩「だいたいはよくある質問をされて、それをどんどん広げていく感じだったんですけど、1次面接の時に「例えばあなたが営業でお客様にお金を支払ってもらう際、限られたお釣りの中で両替えを頼まれた時、あなたはどうしますか？」っていう質問があって…それぐらいです、不思議な質問は」
―先輩はどう答えたんですか？
先輩「私は、やっぱりダメな事はダメって言わないといけないと思ったので、はっきりお断りして、その上で銀行の場所を教えたりっていう次の提案をしますって答えましたね。他の質問に関しては、本当にオーソドックスな志望動機と自己PR、あとはエントリーシートに沿った内容を聞かれたぐらいです」
―なるほど。面接の時に先輩が気を付けたことってありますか？

先輩「ハキハキするっていうのは絶対に気を付けていた事で、あと表情筋をこう…動かす(笑)やっぱ緊張するので、ほぐしてほぐして笑顔を作るって言うのは本当にみんな言われてると思うんですけど、それはしてました。あとは一応、具体的に話そうっていう事はしてたかな。もう大女優になったつもりで私は演じてました。私は出来る女だ！っていう…自信あります！って感じに見せてました」
―家で面接の練習したりとか？
先輩「うーん、多分慣れだと思うんですけど、個人面接は本当に私あんまり緊張せずに最初から出来て。ただ集団面接だと周りの空気にすごい飲まれるので、一番初めに集団面接受けた時は本当に喋れなくて、落ちたんですけどもちろん。なんか一回でもそいうのを経験すると、二回目からは周りを見渡すと、例えば三人で面接受けてるとしても、私より緊張してる人がいるんですよ。その人を見ると、「あ、この人より大丈夫だ」って思って(笑)周りの空気に飲まれないように、落ち付いて冷静な目で見て、「この人はすごく緊張してるから、私はもうちょっと落ち着こう」って(笑)集団だと「みんなで受かろう！」って思うと、他の人の話を聞いてても、微笑んで聞けたりしました。集団はやっぱり周りをよく見て…人数が多い分短く返す、はっきり結論だけ述べるっていうか…で、細かく聞かれたら細かく返すし、そうじゃなければ結論さえ言っちゃえばOKみたいな。多分次の質問を向こうもしたいだろうしって事で、簡潔にまとめる事は気を付けてたら、それはすごい上手くいったと思います。個人の時は緊張しないように、相手の目を見て、相手の言った事を的確に返せるようにって事だけは気を付けてました」
―なるほど！すごく参考になりました！先ほど小論文の話が出てきましたが、どんなテーマだったんですか？
先輩「“これから我が社が抱える課題とその解決策”ってやつだったんですけど…『みんなの就職活動日記』って言うサイトがあって、去年の先輩の話が書いてあるんですけど、事前にチェックしてたら、去年はテーマが“電力の自由化について”だったらしいんですよ。だから今年も同じだろうと私は勝手に思って、それしか考えてなかったんですね。でも“今後の課題”ってきたんで、アレ？って思って(笑)…しょうがないから“電力の自由化”について書きました(笑)」
―アハハハハ(笑)
先輩「これからの課題として電力の自由化があるからーって感じで(笑)でもそういう人が多かったと思いますよ。みんなひっかけられたと思う」
―大切なのは応用力ですね！素晴らしいです！！では続いて、SPI等の対策はしていましたか？
先輩「して…ない(苦笑)SPIじゃなくて一般常識ですけど模試が6月にありますよね？それを一回受けたっきりで…意外にイケるんじゃない？って思って。でもキャリアセンターの方には私は大企業に入りたいってずっと言ってたので、「大企業に入るなら、絶対やらなきゃだめだよ」って怒られてたんですけど…結局やらずに、一冊本だけ買って、テストの前にパラパラッと見て、受けて…終わりです(笑)あんまり筆記もやってない気がする。テストセンターが多かったので、一回受けて…テストセンターは自分の手ごたえだけで、答えが分からないので、まー多分これ以上は無理だって思ったのをずっと使い回しで、なんとか」
―なるほど。では次に先輩自身のことについて教えてください！先輩の強みは？
先輩「一番の強みにしていたのは部活。他大学のサッカー部のマネージャーを4年間やっているんですけど、その中でフィールドの練習週6回、プラス会計とか広報とかっていう裏方の仕事もやってましたっていう事を一番のアピールポイントにしてました。あと、1ヶ月留学してた話とかバイトも3年間続けてましたとか、ゼミも一生懸命やってますとか…いろんな事を取り入れて。でもメインは部活の話をしてました」
―留学はいつ行かれたんですか？
先輩「留学は3年の春にオーストラリアへ。語学留学がずっとしたかったんだけど、部活があるからなかなか行けなくて…。で、せっかくだから語学留学じゃなくて何かやりたいなと思って、私は心理学部だから3年の夏に実習があって、それが後天的に障害のある子達の施設に行くのだったんで、先天的に障害のある子の学校にボランティアに行こうかなって思って、オーストラリアのそういった学校の先生を1ヶ月やってきました」
―自分の分野を取り入れた留学だったんですね！資格は何か持っていますか？
先輩「資格はTOEICだけです。資格は持っていたら、それに向けて頑張った分評価はするけど、持っていなくてもマイナスではないって言われました」
―インターンシップは？

先輩「行ってないですね。インターンシップの時期も本当に部活部活でやってきたんで、何にも頭になくて、私は考えてませんでしたが…行った方がいいと思います。4月から一緒になる同期の子達とはもうすでにかなり仲が良いんですけど、インターンシップに行ってた子達も中にはいっぱいいて、その子達は本当に仲良くて…中電に内定出来なかった子もインターンシップ友達みたいな感じですごい仲良いし、「すごい充実した3日間だった！」ってみんな言うから、行った方が良かったんだなって今は思いますね。ぜひ3年生は行って下さい！」
―そうなんですね！私は全然考えてなかったので、ちょっと考えてみようと思います。学生中に就職活動を意識して行った事はありますか？
先輩「そうですねー…部活も就活を意識してやってた訳じゃないけど、最初部活に入部する時に先輩に「絶対に就活の役に立つよ！」って言われてはいたので、一応意識はしてました。実際部活で裏方の仕事をやってると、OBと連絡を取る事とかっていっぱいあって、改まった手紙を書いたり、ビジネス文章作ったり、年上の人と話す事とかっていっぱいあったから、それは全部就活の役に立ちました。自己PRにもなるし、練習にもなるからね。採用側からするとそういったマナーはやっぱり気になるらしいのね、出来てる子と出来てない子の差は割と歴然とするらしいので」
―最初から出来ていればそれに越した事はないですもんね。

先輩「そうそう。だからそれは本当に意識していた訳ではないけど、自然に身について本当によかったなって思います」

―そういった社会に通用するマナーを身につける事も就職活動を優位に進めるための一つのポイントかもしれませんね！では、次に履歴書についてお聞きします。初期の履歴書と最終的な履歴書、何か変わったところはありましたか？

先輩「とりあえず最初、クラブ活動のところに部活の事を書いてたので、留学の事をアピールした方がいいのかと思って、自己PRを留学にしてたんですけど、でも結局一番自分が長くやってきたのは部活だから、「部活にした方がいいよ！」って言われて、部活に変えました。結果、やっぱり具体的に細かく書けるのも部活だから、それはよかったなって思います。あと＜自覚している性格＞を私はどうしてもことわざみたいにしたくて(笑)でも「自覚している性格がことわざっておかしいじゃん。サブタイトルつけたら？」って言われて、そこを変えたくらいかな？最初は見出しの部分の文字も細かったんですけど、最終的にサインペンとかで太くして、線とか引いたりして。見出しを付けるのは淑徳スタイルらしいですよ」
―そういえば私達もガイダンスで「キャッチフレーズを付けろ」って言われました！
先輩「そうそう。中電の人には「淑徳のエントリーシートは一目でわかるよ」って言われて(笑)でも見やすいとは言われるんで、間違ってはいないと思います(笑)」
―分かりました(笑)履歴書って結構いろんな事を書いた方がいいんですか？

先輩「なんとか色んな事を書きたいんだけど、色んな事をやっていると、バラバラになっちゃって、広く浅くって印象になっちゃうから、なるべく小さくアピールしていこうと思って。留学の事とかもTOEICの横とかに一言コメントみたいな形で付けて、さりげなくアピールしたり。やっぱり全部の欄でアピールしないといけないんで、ちょっとづつ入れていく形で」

―やっぱり自己PRが一番突っ込まれますか？
先輩「うん、そうですね。自己PRはかなり突っ込まれます。中電に関しては履歴書ではなくて、エントリーシートだったので…でもやっぱ＜学生時代に力を入れたこと＞が一番聞かれます、細かく。ていうか、ここしか聞かれないぐらいに聞かれます。まーね、そんなに実際読めないと思うんですよ。今年…ま、来年もだと思うんですけど、すごいいっぱい来るんですって！エントリーシートが。で、なんか中電に関しては、いくつかの面接官のグループがあって、ひとつのグループに400通ずつ割り当てられて、それを2人で見るんですって。2人の人が400通の中から、自分が会いたい…あ、最初に電話してきてくれた人なんですけど、自分が会いたいと思う人を選んで、そこからどんどん狭めていって…私のグループは400人分の3人なんですよ。3人しか内定してないんですね。だからそんなにしっかり読んでられないじゃないですか！だからもー運ですよ運(笑)見てるけど、そんなに細かいところまで見れないと思うんですよね」
―そうなると、やっぱり見出しなどをつけて、パッと目につくようにしたりとかってゆう工夫は大事ですね。
先輩「それか、具体的に…やっぱ数字とかがあると…数字とかって目に入るじゃないですか。なんだろ…やっぱ具体的に書くって大事なんだと思います。今改めて自分で見て気付きました。数字が入ってると「何だろう？」って思うかなって」
―本当ですね、目に入ってきやすい気がします。履歴書って全て同じような内容で書きましたか？
先輩「同じ内容です、だいたい。私は絞ってないとはいえ、メーカーか…最初IT系を受けてて、でもだいたい同じような事を書いてましたね。IT系を受けるのはオススメですよ。IT系って若い会社が多いから、採用数がすごく多いんですよ。だから、500とか採るって言ってて…受かりやすいじゃないですか！5人とかのところよりは。だからそこにちょっとエントリーシートとか送って受かると、それだけ自信になります。一つでも進んでるのがあると、全然気分が違うと思うから…自分がすごい落ち着く(笑)そうゆう採用人数が多いところとか、選考が早いところを受けるのは絶対にオススメです！」
―自分の興味とは関係なく、自分の自信に繋げるためですね！(笑)
先輩「そうそう！まー興味ゼロでは無理かもしれないですけど…興味なくてもとりあえずって言う(笑)絶対気が楽ですよ！」

―就職活動をリラックスして行うためのひとつのテクニックですね(笑)人事の方って若い方が多かったりするんですか？
先輩「若い人が多いです。若くて、かわいい人が多いです…もしくはかっこいい人。私もすごい好きな人事の方がいて、その人のために頑張ろう！って思ってた(笑)企業展もその企業だけ毎回通ってました。その人に会いたくて(笑)魅力的な人が人事の方って多いので、喋りやすいし…しかも喋るのが上手な人しか人事になってないので、人事の方と喋るのはすごく勉強になると思いますよ！積極的に喋りかけると、良い言葉が絶対に返ってくるし」

―企業展などで人事の方に質問とかって結構したんですか？
先輩「めっちゃしました！それはね、絶対にした方がいいと思います。説明会も絶対に一番前に座るし、興味があればある分早く行って。質問も無理やり…なくてもする。なるべく質問はした方がいいと思ったので、個別の説明会がある時は、前日にHPを見て「何を質問しようかな？」って考えてメモして行ったり。どうしてもない時は、履歴書で困る質問とかってあるじゃないですか、＜あなたの夢はなんですか？＞とか…ま、困る質問じゃないかもしれないですけど(笑)私は困ったので、そうゆうのを全然違う会社の人に「夢は何ですか？」って聞いて(笑)それで答えてくれたのをメモって、あたかも自分の夢かのように他のエントリーシートに書いたりしてました(笑)言った事を盗むんですよ、すぐに。間違った事は言わないじゃないですか、そんなに。そんなに外れた事は言わないと思うので、ちょっとでも共感したら、それはもう私のモノです。「私も思ってた！」って(笑)そうゆうね、困った質問とか全然聞いて良いとおもいますよ」
―良いものは吸収していくべきですね！ありがとうございます。では今、就職活動を終えてみてどうですか？一番苦しかった時期は？

先輩「辛い時期は…私は結構初期に訪れたんですけど、第一志望のところに落ちたんですよ、本当に最初の方に。その時が一番苦しかったです。部活も並行してやってたので、部活の色んな事もあるし…全部重なった時が一番わーってなりましたね。でも最初にどん底に落ちたので、そこからは上がるばっかりで。結構分散させながらやってたので、就活だけにとらわれないで、部活も一生懸命やって…もう就活が息抜きって感じで、気を楽にしてやってたので、それはすごい功を奏して。そこまで就活において、むちゃくちゃ苦しかったってゆうのはあまりなかったです」

―最初にどん底を経験したっていうのが逆によかったのかもしれませんね。では反対に、一番嬉しかった事は？

先輩「やっぱり面接が進んで行くと、どんどんウキウキしてくるので…でもやっぱ内定をもらえたことが一番嬉しかったですね！あ、そうそう、私内定をもらった時に、内定者懇親会がすぐにあったんですよ。その内定者懇親会と、第一志望の会社の最終面接が被ってて…で、一晩泣いて第一志望は諦めたんですよ、中電を選んだんですよ。その時が一番苦しかったかもしれない(笑)その一晩が一番苦しかった！最初に第一志望に落ちた後から、ずっと第一志望にしていた会社だったので…で、最終まで残って、去年の感じだと最終確認だからほとんど内定に近いっていう前振りがあったんですけど。すごい悩んで…周りからの勧めとか、客観的に見た感じから最終的に中電を選んだんですけど」
―やっぱり親や友達に相談したんですか？
先輩「一晩でけりをつけなきゃいけなかったんですよ。中電って今受けてる企業を全部辞退しないと内定もらえないんですよ、内内定ではありませんって言われるので。だからその日に決めなくちゃいけなくて。友達にも電話したし、家族にも…ま、説得されたし、どっちかって言うと(笑)それで最終的に中電にしましたね」

―辛いのと嬉しいのが同時に来たって感じですね。今の気持はいかがですか？
先輩「今は本当に同期とめっちゃ仲が良くて、すでに。そうやって考えると、本当に悪い人が同期にいないので、あぁよかったなって思いますね。悪い人いないです中電！声を大にして言うけど(笑)今のところ悪い人いないです！」

―とっても素敵な企業に内定されて本当に羨ましいです！では最後に後輩達に就職活動のアドバイスとメッセージをお願いします！
先輩「そうですねー…今の時点で「私バイトしかやってこなかったけど、どうしよう…」って子いっぱいいると思いますけど、まだ間に合うと思います。これが出来るのは９月？９月からでもなんとか遅くはないと思うので、とりあえず何かに一生懸命…短期間でも何かに一生懸命打ち込んだっていう経験があれば、それは就活において自信にもなるし、話すネタにもなると思うので、とりあえず何かに打ち込んで欲しいなって思います。就活中は本当に多分…みんな優しくなくなるんですよ、心が折れまくって(笑)すごい友達もギスギスしてたし、わたし自身もピリピリしてたと思うんですけど。まー何とか、他に息抜きを見つけながら、やって欲しいと思います。例えば、買い物が好きだったら、今日は買い物の日って決めて、めちゃくちゃオシャレして買い物に行くとか…そうやって上手く息抜きをしながら、何とか頑張ってください！」
―はい！本日はご協力本当にありがとうございました!!!
